
Ⅱ コンテナー船における船内生活および   

船内作業について  

問題を考えるうえでの基礎資料を提供するにと   

どめたレ1。   

目  

A はこ じ めに  

B コンテナー船乗船調査の概要  

調査対象船となった2褒（A丸，B丸と略す）  

は，日本K∴臣けるコンテナー船の第1代に相当   

し，処女航海以来それぞれ，12．14航海日で   

あった0両船は加州航路に就航し，定員26名を  

もって，東京一ロスアンゼルスーオークランド   

ー神戸一名古屋一束京をほほ28日間で一巡す   

る。  

調査日時は，A丸が1969年11月7日～同  

年12月12日，B丸は1969年12月27 日   

～1970年1月26日であった。  

両船の主賓目かよび船舶の動静は表Ⅲ－1～   

4のとおカである。  

B コンテナー船乗船調査の概要………  2う  

0 調査の結果   

A は じ め に  

コンテナー船の出現に伴なう諸問題について，   

輸送革命とぃう経済的見地からは，多くの人々   

によカ論述され，注目されてきた。しかし，こ   

こでは，実際のコンテナー船に乗組み，生活な   

営んでいる乗組員把焦点を絞カ，彼らがどのよ   

うな仕事脅し，どのような船内生活を送ってい   

るかとぃうあくまで乗組員側の立場から論を進   

め，今後予想される少数定員船と船内生活の諸  

ペ11【－1  

A 丸 の 主 賓 目   

（1）船 体 要 目  

1 建 造年 月 日  昭和43年10月  

川崎重工業株式会社  

16，814t  

lう，926Kt  

全長188．4m 幅（塑）2う．00m 探さ（型）1う．40m  

9．う2m  

試適転最大速力2う．7うKt  

716個（ISO20コンテナ換算，計画） 832（同，現行）  
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 8 積載コンテナ数  

（21機 関 要 目  

主  機   

1 種  類   

2 出力、×回転数  

（3）発  動  機   

タ ー ボ 発 電 機   

ディ ー ゼル発電機  

（4） ボ   イ   ラ   

補 助 ボ イ ラ ー  

川崎M．A．N．K12Zユ93／170E  

（最大）27．500ps Xllうrpm （常用）23．400ps XlO9rpm  

AO445V60％ 7うOKVAX1800rpm  
AC44うV60％ 712KVA  

大阪ボイラーOE4塾横型乾燃式円ボイラー1基蒸気圧力10Kg／血g  

－2うー   




























